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論文内容要旨
 近年,思春期は1つの独立した学問体系として研究されるようになった。しかしながら更年
 期や老年期の実態および疾患に対する研究に比し,思春期に関する研究はその数も少なくまた
 内容も十分とはいえない。さらに生活環境の変化に伴い思春期の実態も変ってきていると考えら
 れ,従来の報告では種々の商題があると思われる。そこで最近の思春期における実態を知る目的
 で本調査を施行した。すなわち,昭和46年6月から6カ月間にわたり仙台市内の女子学生1559
 名(13～21才)および3教護施設収容少女79名(13～16才)を対象とし,この調査の
 ために特に設定した保健調査票を教室内に配布し,無記名で記入してもらいその場で回収する方
 式をとった。コンピューターによる集計結果より第2次性徴,性意識,性行動のそれぞれについ
 て単純統計および相関々係を求めた。
 月経およ'び第2次性徴
 ①平均初潮年令は12才3カ月で,従来の報告に比し早くなっている。②初潮より次回月経
 までの期間は大部分が2～3カ月であった。③月経周期日数の25～35日を正順者とすると
 正順者の比率は63.1%で,年令がすすむほど,初潮発来の早いものほど正順率が高い。④月経
 持続日数は3～学日間が大部分で,年令のすすんだものほど日数の短縮する傾向がある。⑤経時
 症状は81.7～87.8%に認められ,なかでも下腹痛が最も多かった。⑥月経時の感情について
 は66.7%が不愉快と答えており,これは年令がすすむにつれて増加する傾向を認めた。⑦第2
 次性徴発現平均年令は,乳房11才8カ月,陰毛12才7カ月,ニキビ13才6カ月であり,し
 たがってこれらと初潮との関係は,まず乳房が発達し,ついで初潮発来,陰毛発生,ニキビ発現
 という順序であった。
性意識
 ①初潮時相談者は母が大部分であった。②初潮時に「驚き」や「不安」を抱くものは初潮時知
 識のないものに多かった。③女性の生理衛生で知りたい項目では「妊娠」,現在一番心配な項目
 では「肥満」が最も多かった。④容姿化粧に関心をもち始めるのは平均13才3ヵ月であり年令
 の若いものほど,第2次性徴の早いものほど,市部で生育したものほど早い。⑤男性へ関心をも
 ち始めるのは平均12才6カ月で,市部ぞ生育したものほど早い。⑥大部分が男性への友人を欲
 しており,少なくとも半数以上は個人交際でもよいと考えている。⑦好きな男性とのキスについ
 ては,結婚を前提とするしないにかかわらずキスを是とするものの方が多く,ま孝ごく少数では
 あるがペッティングをも是としでいる。
 さらに性教育についての意識を調査した。①性に関する知識は同級生,友人から多く与えられ
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 初潮時知識は先生と母からほず同率に与えられている。②性教育を受けた人44.0%,受けなか
 った人51.5%であり,性教育を受けた人では性について明るい感じをもつものが多く・キス・
 ペッティングの経験者もやや多い傾向があった。また性教育を受けたが理解出来なかったという
 ものが多かった。これは年令とともに増加している。③性教育を受けなかった人の81.6%が性
 教育を必要と考えている。④女性の生理衛生に関する講義はほとんどのものが必要としており,
 中学卒業までに教えて欲しいと希望している項目のは,「月経」が最も多く,以下生殖現象,恋
 愛,性病,精神異常,男性の性心理,キス,妊娠などである。
性行動
 ①男性の友人を有するもの26.6%,ないもの69.2%であり,男性の友人の有無は年令別に
 は不定であったが兄弟姉妹構成別では女だけの姉妹よりも男がいた方が男性の友人をもちやすい
 傾向を認めた。また男性友人を有するものに個人交際でもよいと考えるものが多かった。②自慰,
 ペッティング・キスの経験者は年令と.ともに増加するが・いずれもその頻度は低い。(9%以下)。
 ③自慰とペッティング,自慰とキスの経験は必ずしも重複しないが,ペッティングの経験者は特
 定の例外をのぞいてほとんどキスの経験者であった。④自慰の経験者は容姿化粧に関心をもち始
 めた年令の早いもの,市部生育者にやや多かった。⑤ペッティ・ングの経験者は男性へ関心をもち
 始めた年令の早いものに多かった。⑥自慰,ペッティング,キスの経験者は「妊娠」・「性病」
 に関して知りたがり,「帯下」・「乳房」について多く心配している。⑦自慰,ペッティング,
 キスの経験者は男性の友人を有するものに多く,性について明るい感じをもつ傾向を認めた。ま
 た結婚と関係ない好きな男性とのキスを良いと考える傾向が強かった。
 さらに施設収容少女の性交について調査した。①性交の経験者は13～16才の施設収容少女
 においては75.9%,18～20才の一般女子学生においては2.9%であった。初交年令の衰年
 少は施設収容少女で9才,一般女子学生で16才であった。②物交時の相手年令は施設収容少女
 では13～45才にわたり不定であり,一般女子学生では同年輩が大部分であった。相手の職業は学生
 が最も多く31%を占めていた。③初交時の時刻は一日中どの時刻でもおこなわれているが夜が
 特に多かった。その場所は半数近くが自宅または相手宅であった。④初交時の感情については
 63、4%が「わるかった」または「さびしかった」と答え,「よかった」,「うれしかった」孝
 答えたものは21.1%であった。⑤初交時には83%が疼痛を認めたが,出血のあったものとな
 かったものとはほず同率であった。⑥初交后約半数が男性に対する考え方の変化を認めている。
 ⑦初交時には73%が性交に関する知識を有しており,23%が受胎調節をおこなっている。
 ⑧性交時に性感(オルガスムス)のあったものは42%であり,その出現は2～3カ月后が最も
 多かった。⑨妊娠および人工妊娠中絶の経験者は施設収容少女については62名中7名であった。
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 審査結果の要旨
 最近の思春期における実態を知る目的で,仙台市内の女子学生および3教護施設収容少女を対
 象とし若年婦人の第2次性徴発現,性意識,性行動に関する研究をおこない以下の成績を得た。
 1第2次性徴発現に関して一:①平均初潮年令は12才3カ月で従来の報告に比し早くなっ
 ている。②初潮より次回月経までの期間は2～3カ月が大部分である。③月経正順者は63.1%
 で,年令がすすむほど,初潮発来の早いものほど正順率が高い。④月経持続日数は3～7日間が
 大部分で年令がすすむほど日数が短縮する傾向がある。⑤経時症状は81・7～87・8%に認め・
 下腹痛が最も多かった。⑥平均乳房発達自覚年令は11才8カ月,陰毛12才7カ月,ニキビ
 13才6カ月であり,初潮との関係は,まず乳房が発達しついで初潮発来,陰毛発生,ニキビ発
 現という順序である。
 ∬性意識に関して:①初潮時相談者は母が大部分であり,初潮時に「驚き」や「不安」を
 抱くものは初潮時知識のないものに多い。②女性の生理衛生で知りたい項目では「妊娠」,心配
 な項目では「肥満」が最も多かった。③容姿化粧に関心をもち始めるのは平均13才3カ月,男
 性へ関心をもち始めるのは12才6カ月で市部で生育したものほど早い。④大部分が男性の友人
 を欲しており,半数以上は個人交際でもよいと考え,好きな男性とのキスについては結婚を前提
 とするしないにかかわらず是とするものの方が多い。さらに性教育についての意識に関しては,
 ①初潮時知識は先生と母からほぼ同率に与えられている。②性教育を受けなかった人の方が多く,
 又受けたが理解出来なかった人が多かった。③性教育を必要と考えるものが大部分で,中学卒業
 までに教えて欲しい項目としては「月経」が最も多く,生殖現象,恋愛,性病,男性の性心理,
 妊娠などである。
 皿性行動に関して=①男性の友人を有するものは26.6%で,女だけの姉妹よりも男がい
 た方が男性の友人をもちやすく,また友人を有するものに個人交際でもよいと考えるものが多い。
 ②自慰,ペッテング,キスの経験者は年令とともに増加するがその頻度は低い(9%以下)。
 ③自慰とペッテング,自慰とキスの経験は必ずしも重複しないが,ペッテングの経験者はほとん
 どキスの経験者であった。④それぞれの経験者はr妊娠」r性病」に関して知りたがり,「帯下」
 「乳房」について多く心配している。さらに施設収容少女の性交に関しては,①性交の経験者は
 施設収容少女75.9%,一般女子学生2.9%で,初交年令の最年少は前者9才,後者16才であった。
 ②初交時の相手年令は不定,相手職業は学生が最も多く,初交時刻は一日中いつでも,初交場所
 は自宅又は相手宅が半数近くであった。③初交時には83%が疼痛を認め,半数が出血を認めた。
 ④初交時には73%が性交に開する知識を有しており,23%が受胎調節をおこなっている。
 ⑤初交時の感情については63.4%が「わるかった」「さびしかった」と答えており,物交後約
 半数が男性に対する考え方の変化を認めている。⑥妊娠および人工妊娠中絶の経験者は施設収容
 小女で62名中7名であった。
 研究蹴の翻人醐隙関する実讐製したと この論文の学位に価する価値を韻」
 以上は既急変した社会騰に応じて,婦人の臓見幅理蜥動も変化したが・その実体を調査」
